
・ 介護福祉士または介護員が家庭を訪問し、入浴、排せつ、食事の介
護等の身体介助や、掃除、買物等の生活援助を行う。

【令和４年度実績】

延32,067人　　600,518,478円

・ 介護福祉士または介護員や、資格は持たないが一定の研修を受講し
た者が家庭を訪問し、掃除、買物等の生活援助を行う。

【令和４年度実績】

延102人　　945,050円

・ 理学療法士等の保健・医療専門職が家庭を訪問し、自立支援・重度
化予防のための指導・助言を短期間、集中的に行う。

【令和４年度実績】

延1人　　60,368円

・ 施設に日帰りで通う利用者に対し、食事、入浴の提供や、日常動作
に関する訓練等のサービスを行う。

【令和４年度実績】

延47,131人　　1,168,691,608円

・ 地域包括支援センターが、利用者が自立に向けた適切なサービスを
受けることができるようケアプランを作成し、各サービスの利用調
整等を行う。

【令和４年度実績】

延37,993人　　177,234,617円

・ 要支援者及び事業対象者の属する世帯において、高額介護予防サー
ビス費等の調整後に、介護予防・生活支援サービスの利用者負担額
の合計が一定の上限額（課税状況等により異なる。）を超えた場
合、申請によりその超えた額を支給する。

【令和４年度実績】

延460人　　1,222,157円

・ 医療保険における世帯内で、高額医療合算介護サービス費または高
額医療合算介護予防サービス費の算定を行った後、なお残る世帯自
己負担額と1年間の介護予防・生活支援サービスの自己負担額の合
計が一定額（課税状況等により異なる。）を超えた場合、申請によ
りその超えた額を支給する。

【令和４年度実績】

延182人　　3,333,698円

・ 何らかの支援を要する高齢者等を早期に把握し、介護予防に資する
取組につなげる。

【令和４年度実績】

基本チェックリスト該当者　　延201人

高額医療合算介護予
防サービス費相当事
業

一般介護予防事業
要支援・要介護状態となることを予防するため、第1号被保険者を対象
に実施する事業

介護予防把握事業

総合事業訪問介護

総合事業訪問生活
援助

総合事業訪問型短
期集中予防サービ
ス

総合事業通所介護

介護予防ケアマネジ
メント

高額介護予防サービ
ス費相当事業

介護予防・生活支援
サービス

市の指定を受けた事業所においてサービスを受けた場合に、その費用の
９割、８割または７割を事業費として支給する。

 ６　地域支援事業

概要

介護予防・生活支援サー
ビス事業

要支援・要介護状態となることを予防するため、要支援者及び事業対象
者を対象に実施する事業
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・

・

高齢者を中心とした地域住民を対象に、医師等による講話等を実施
し、介護予防に関する意識及び知識の普及啓発を行う。
地域で介護予防に取り組む自主グループ活動の立ち上げを支援す
る。

【令和４年度実績】

講演会・相談会・教室　　233回開催　　延 5,728人参加
自主グループ活動支援　   84回開催　　延 1,068人参加

・

・

高齢者に関わる地域住民に対し、高齢者が活動的な生活を送るため
の介護予防の知識や実践できる活動について啓発し、通いの場への
継続参加ができるように支援を行う。
地域で介護予防に取り組む「いきいき百歳体操」等の自主グループ
やその他の活動が定着し、継続できるための支援を行う。

【令和４年度実績】

地域活動組織の育成・支援活動　　2,260回開催

・ 介護支援ボランティア（あんしんサポーター）を養成し、介護施設
や高齢者の自宅等でボランティア活動を行う事業。40歳以上のあん
しんサポーターが活動を行った場合は、換金可能なボランティアポ
イントを付与する。

【令和４年度実績】

養成研修　　　　　　　　　　7コース開催（約2.5時間の受講）
あんしんサポーター登録者数　647人
ポイント換金　　　　　　　　申請者53人　1,873ポイント

・ 介護予防事業施策評価委員会（市長の附属機関）において、事業の
実施量及び効果等について評価・検証を行う。

【令和４年度実績】

介護予防事業施策評価委員会　　１回開催

・ 地域包括支援センターにおいて、地域の高齢者に対する直接的又は
間接的な支援を実施する。

介護予防が必要な高齢者を対象に、ケアマネジメントを実施
介護・福祉サービスの利用や成年後見制度などに関する相談受付
高齢者虐待に関する相談受付等、高齢者の権利擁護の推進
関係機関との連携等、ケアマネジャー業務の後方支援

【令和４年度実績】

介護・福祉サービス等の利用に関する総合相談受付　 36,179件
成年後見制度等に関する相談受付　　　　　　　　　　  746件
高齢者虐待に関する相談受付　                      1,179件
民生委員からの相談（高齢者実態把握）     　　     1,307件
ケアマネジャー向け研修会の開催　 40回開催   延1,370人参加

高齢者が地域において自立した日常生活を営むことができるよう、相談
対応や支援を行ったり、支援体制の構築等を進める事業

地域包括支援センター
の運営

介護予防普及啓発事業

地域介護予防活動支援
事業

介護支援ボランティア
事業

介護予防事業施策評価
事業

包括的支援事業

▶ 18 ◀



・ 在宅医療と介護を一体的に提供するために医療機関と介護事業所等
の関係者の連携を推進する。

【令和４年度実績】

姫路市在宅医療・介護連携支援センターの運営

医療介護連携会議及び部会の開催　　11回開催

専門職向け研修会の開催　　　　　　17回開催　435人参加

住民への普及啓発活動　　　　　　  27回

れんけい手帳の運用　　 　　　　   支援者への配布　121冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　市民への配布　　 32冊

・ 地域団体等多様な事業主体と連携しながら、様々な日常生活上の支
援体制の充実・強化を図るとともに高齢者の社会参加を推進する。

【令和４年度実績】

生活支援体制検討会議
　市域全体会議　１回開催　　地区会議　35地区開催

・

・

個別の事例検討を行うとともに、それらを通じて地域の課題を発見
する地域ケア個別会議を開催する。
地域ケア個別会議等から発見された地域課題を地域関係者等と共有
し、課題解決のための方策を検討する地域マネジメント会議（地域
ケア推進会議）を開催する。

【令和４年度実績】

地域支えあい会議の開催　　　 111回開催
ケアマネジメント力向上会議　  24回開催
自立支援ケア検討会議　　　　　17回開催
地域マネジメント会議　 　　　 ４回開催

・ 認知症の人が地域で自立した生活を送れるよう、「認知症初期集中
支援チーム」による早期対応支援を行う。

【令和４年度実績】

初期集中支援チーム訪問件数　　延18件
生活支援検討会議対応件数　　　延18件

・

・

医療機関及び介護サービス事業所その他の地域の支援機関をつなぐ
コーディネーターとしての役割を担う認知症地域支援推進員を配置
するとともに、推進員等が地域住民の認知症に対する理解が深まる
よう啓発等を行う。
認知症の人と家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき集う場で
ある「認知症サロン」等の運営を支援する。

【令和４年度実績】

認知症地域支援推進員配置数　　  8人
認知症サロン運営支援数　　   95か所

・ 保険給付費の適正化を図るために実施する給付実績の通知及び事業
者の研修等を実施する。

【令和４年度実績】

介護給付費通知　90,014件（年３回）
事業者研修会（住宅改修・福祉用具）※令和４年度はテキストを送
付し、研修動画配信により実施。

高齢者の支援のため、市町村が任意に実施する事業

給付費適正化事業

在宅医療・介護連携推
進事業

生活支援体制整備事業

地域ケア会議推進事業

認知症初期集中支援事
業

認知症地域支援体制推
進事業

任意事業
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・ 居宅介護支援・介護予防支援の提供を受けていない者が住宅改修を
行う際の理由書の作成費用を（2,000円まで）助成する。

【令和４年度実績】

理由書作成費用助成　311件

・ 行方不明になるおそれのある高齢者等の居場所を検索するシステム
の初期費用を助成する。

【令和４年度実績】

利用者　12人

・ 認知症高齢者等の行方不明情報を電子メールを用いて関係機関・協
力者等に周知するネットワークを整備する。

【令和４年度実績】

登録者　　 408人
協力機関　 138か所

・ 認知症サポーターの養成研修を実施する。

【令和４年度実績】

認知症サポーター養成講座　　  69回開催　延2,698人養成

・ 地域包括支援センターの公平中立な運営を確保するため、第三者機
関による評価及び結果を公表する。

【令和４年度実績】

実地評価　13か所

・ 市営住宅（蒲田・白浜南・清水谷）及び県営住宅（東阿保・勝原・
清水谷）の一部に整備されているシルバーハウジングに生活援助員
を派遣する。

【令和４年度実績】

シルバーハウジング　119戸
　（蒲田27戸　白浜南32戸　東阿保21戸　勝原21戸　清水谷18戸）
生活援助員　　　　　 5人

・ 65歳以上のひとり暮らし又はこれに準ずる高齢者に、１か月につき
１回から６回、会食又は配食方式で給食を提供する。

【令和４年度実績】

実施地区　　68地区
対象者　　  4,827人

・ ひとり暮らしの高齢者等に緊急通報機器（安心コール）を貸与し、
緊急時にあらかじめ登録された地域の協力体制等により速やかに救
助を図る。

【令和４年度実績】

設置台数　　1,106台

見守り安心サポート事
業

認知症高齢者等ＳＯＳ
ネットワーク事業

介護サービス評価等推
進事業

住宅改修支援事業

高齢者世話付住宅生活
援助員派遣事業

ひとり暮らし老人給食
サービス事業

認知症見守り支援等事
業
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・

・

・
・

成年後見等の申立てを行う親族が無く、市長申立を行った者のう
ち、資力が乏しい場合に、申立費用や後見人等への報酬を助成す
る。
市民等を対象として、講演会の開催等により、広報・啓発を実施す
る。
市民後見人の養成研修を実施する。
専門職が成年後見制度等に関する相談に応じ、支援を行う。

【令和４年度実績】

成年後見等申立　　　　　　　 30人
鑑定　　　　　　　　　　　　  2人
後見人報酬助成　　　　　　　 31人
権利擁護フォーラム　　　　1回開催
市民後見人登録者数　　　　　 30人
専門相談利用者　　         延94人

高齢者権利擁護推進事
業
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